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資料２ 事業計画案 
 
１．コンセプトの再整理 
（１）昨年度検討のコンセプトの確認  
令和２-３年度での再整備基本計画の検討において、整理されている道の駅来夢とごうちの課題から再整備コンセプトは以下のようになっています。 
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（2）道の駅来夢とごうちの目指す方向性と価値について 
今年度実施した来訪者アンケートや既存事業者ヒアリング、ミーティングを踏まえて、昨年度整理したコンセプトの検証を行い方向性の妥当性が確認できました。なお、コンセプトを実現する安芸太田町らしい道の駅とする

ための具体的なテーマ性を整理するために、今年実施した各種調査から、道の駅から町内各地につなげるために必要なものや価値について検討しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「つなげる」ために何が道の駅に必要か？？ 何が価値になるか？？ 

★今年度新たに実施した調査 

来訪者アンケート調査（夏季）結果 
■安芸太田町内の目的地 
・道の駅目的の利用が約 38%であり、町内各地への誘導が求められる 
■道の駅の利用目的 
・休憩や買い物、食事の利用が主となっている 
■再整備への期待 
・農産物・食事・お土産へのニーズが高く、次いで、子ども用施設、イベントのニ
ーズがある 

調査結果を踏まえた再整備のポイント・価値 
●立ち寄り場所としての必要機能の充足 
⇒トイレ、休憩（食事、軽食）、買い物（土産、農産物） 

●農産物・お土産が購入できる、食事ができる 
⇒子ども用施設やイベントは２次的ニーズ。 

●町内観光地へ誘客する仕組み（ツアーデスク・コンシェルジュ） 
⇒利用者の４割は道の駅だけ、町内観光拡大の可能性あり 

町内の観光・産業に活力を与え、地
域で稼ぐためのエンジンとなるため
には、道の駅だけで活動を完結させ
ず、「安芸太田町にはこんな素晴ら
しい魅力・ことがある」ことを伝え
ることが重要。

各地に人の行き来が波及すれば、観
光拠点や観光産業によい刺激を与え、
来訪者だけでなく、町民からも愛さ
れる、応援したくなる道の駅につな
がる。

そのため、新生道の駅は、安芸太田
町の魅力を伝える「ショールーム」
であることが必要。

[ショールームの狙い]
来訪者に安芸太田町を“惚れさせる”ことを
狙った、以下の機能を展開する場を想定。
① 安芸太田町の魅力を伝えるプレゼンテー

ションの場
② リピーターを飽きさせない、新鮮な情報発

信をしつづける場
③ 新しい来訪者に興味を持ってもらう場
④ 観光地・飲食店・宿泊業・アクティビティ

等の関係施設や人をつなげる場

道の駅でしかできないことは道の駅で、
地域でできることは地域にまかせるが基本。本物は地域にあり！

道の駅の大きな役割は
町内各地に人を「つなげる」こと

＋町民の日常生活に役立つ機能＝道の駅の経営安定化

町の玄関口として、町内各地をつなぎ、 
町内の各地に活動が波及する「きっかけ」となる道の駅へ 

ｰ 主役は地域！稼ぐ地域へのエンジン ｰ 

安芸太田町内の観光資源につなげるために、 
「食」「特産品」「情報」の提供が軸となる。 

既存事業者ヒアリング・ミーティング結果 
・道の駅の役割は「ハブ的機能」であり「ビジターセンター機能」が求められる 
・「情報発信基地」として安芸太田町内の観光・アウトドア施設につなげる役割が重
要である。 

・観光客をターゲットにしたおもてなしが重要である。 
・様々な食が味わえる「フードコート」が適切ではないか。 
・「産直市」や「特産品」を売りにすることがよい。 
・温泉の活用として「足湯」等の機能の付加はどうか。 
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２．導入機能の整理 
（１）道の駅の方向性・コンセプトからの基本機能 

前段にて整理した道の駅の役割・コンセプトを受けて、求められる機能を整理すると、以下のように、「メイン機能」と「サブ機能」として整理できる。 
 

求められる機能（必要最低限）：メイン機能 
飲食（様々な飲食店）、物販（特産品販売、農産物直売）、観光案内、駐車場 
その他：サブ機能 遊具（わくわくランド）、交通（バス停・待合）、金融（ＪＡ窓口） 

※その他は、現状及びサブテーマからの想定、この他の可能性のある機能は今後の検討、民間提案に期待…ヒアリング結果を今後反映していく 
 
（２）基本的な機能と機能別面積（最低限）の整理 

上記の基本機能を基本にしつつ、関係者ヒアリングや当事者ミーティング、事業者ヒアリングなどを踏まえて、道の駅の基本的な機能と必要最低限の面積規模を以下に整理する。 
 

基本的な機能 
■道の駅施設（北側） 

項目 内容 規模 備考 
観光案内 観光案内所 

130 ㎡ 
道路・地域・観光情報の提供、自然学習拠点 
川遊びなどの器具レンタル、移住定住支援等 

飲食 フードコート 350 ㎡ 100 席程度 
テナント 160 ㎡ 8 店舗程度 

物販 特産物販売ｼｮｯﾌﾟ 140 ㎡ 特産品や加工品の販売 
農産物直売所 225 ㎡ 新鮮野菜の販売（既存直売所の移転） 
テナント 20㎡ 1 店舗程度 

交通 バス待合所 10㎡ 別棟でも可能 
その他 トイレ 295 ㎡  

事務所 130 ㎡ 地域商社の事務所含む 
機械室等 290 ㎡  
倉庫・共用部 790 ㎡  
合計 2,540 ㎡  

 
■屋外施設 

項目 内容 規模 備考 
北側 わくわくランド 

1,470 ㎡ 
新設遊具(屋根付き) 既存：1,470 ㎡(屋根な
し) 

駐車場 乗用車 230 台  
二輪車 上記含む ツーリング利用客用 
大型車 5 台 大型トラックや観光バス用 

バス停・転回所 1 箇所  
バックヤード 必要規模 搬出入用 

 

導入を検討する機能 
■既存の施設：道の駅に導入するか検討が必要 

項目 内容 現行規模 備考 
北 or 南
側 

コンビニ 
187 ㎡ 

既存店舗 必要に応じて敷地内移転 
建物付近に駐車場が必要（10 台程度） 

物販 ﾋﾞｰﾙ 
工房 

販売・飲食 
145 ㎡ 

既存店舗 新道の駅への合築を検討中 
工場等 

利便施設 
JA 1,035 ㎡ 既存建物敷地活用の場合に事務等機能を移転 
ホームセンター 4,300 ㎡ 既存店舗 

別敷地 上殿さくら公園 4,282 ㎡ 既存公園の利活用 
 
■導入を期待する機能 

項目 内容 規模 備考 
北側 子育て支援 

スペース 
60 ㎡ 

わくわくランドと一体利用可能 
お悩み相談や絵本図書館、親子遊び場 

イベント広場 
1,350 ㎡ 

休憩やイベント用に一部屋根付きを検討 
イベント時は駐車場との兼用も可能 

南側 フリーサイト 200 ㎡ 太田川を見ながら休憩・BBQ 等ができる 
RV サイト 450 ㎡  
トイレ 295 ㎡ 既存トイレを存置予定 

利便施設 コインランドリー 
コインシャワー 

40 ㎡ 
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３．PPP での実施、事業スケジュールについて 
（１）事業手法案 

本事業においては、民間事業者と連携した新しい道の駅サービスの実施を検討しています。民間との連携手法については、次の観点から検討します。 
① 本施設で提供するサービスは、情報発信や飲食物販等の民間事業者が得意とする内容が占める割合が高く、また各機能が相互に連携することでサービス向上や集客力向上等の相乗効果を発揮することに期待できるた

め、施設の維持管理運営を一括して発注することが望ましい。 
② 上記①のとおり民間が主体的に関与する内容が多いことから、民間事業者の自由度を高めることで創意工夫やノウハウを発揮しやすくすることが望ましい。 
③ 提供するサービスに応じた各機能の適正な規模や、利用者に応じた適切な動線配置、効率的にメンテナンスできるような設備配置など、管理運営を見据えた施設設計を行うことが必要。 
④ 町の財政負担を軽減しつつ、長期安定的な事業継続が可能な事業手法の構築が必要。 

類型 内容 設計 建設 維持管理 資金調達 施設所有 
従来 町が初期投資費用（建設費用）の資金調達を行い、施設の設計建設、維持管理運営等は、個別発注 町(委託) 町(委託) 町(委託) 町 町 
DB 町が初期投資費用の資金を調達して事業者が施設の設計建設を行い、運営等は民間委託を行う 民間 町(委託) 町 町 
DBO 町が初期投資費用の資金調達を行い、事業者が施設の設計建設、維持管理運営等を一括して行う 民間 町 町 
PFI(BTO) PFI 法に基づき、施設の設計建設、維持管理運営等を民間の資金、能力等を活用して一括で行う 民間 町 

 
（２）事業範囲案 

本事業では施設の設計～建設までを町が負担し、その後の維持管理運営については、民間事業者の独立採算型で実施することを検討しています。 
また、事業の目的やコンセプトを達成するために、観光案内や飲食物販サービスの提供、施設の維持管理に加えて、地域商社への事業・経営支援（出荷者協議会の商品力強化や新商品開発、ブランド力向上、観光力強化

等）の業務についても事業範囲とし、民間ノウハウを取り入れることを検討しています。 
業務項目 内容 実施 負担 備考 

設計 設計・各種調査・認可 民 町  

解体工事 既存施設の解体工事 民 町 旧 JA 建物も含む場合あり 

建設工事 建築・外構（備品調達含む） 民 町 ※飲食・物販部分の内装及び什器備品調達は含まない。 

工事監理 工事のモニタリング 民 町  

開館準備 開館イベント、研修など 民 民  

維持管理 施設の保守管理・修繕 民 民 光熱水費含む。 

運営 総合マネジメント、観光案内・情報発信、飲食、イベント 民 民 経営管理や観光情報発信、テナント管理、イベント企画など（地域商社との連携） 

特産物販売、農産物直売所運営 民 民※ ※ 民間事業者または地域商社 

経営支援 地域商社の事業・経営支援、観光・産業マネジメント 民 民 地域商社による新商品開発、ブランド力向上、観光力強化等の支援 

付帯事業 その他民間で整備実施するもの 民 民 敷地や建物内で別途実施するもの 

 
（３）民間事業者へのヒアリング調査（参考資料４参照） 

事業実施にかかる市場性や民間と連携するにあたり必要な条件、整理すべき敷地の課題等を確認して事業の実現性を高めるため、民間事業者へのヒアリングを実施しました。 
道の駅事業の代表実績を持つ事業者や子育てに特化したコンテンツを有する事業者、建設事業者等を含む計６社の意見を確認しました。 
地域経済の活性化を掲げた事業のコンセプトや地元企業と連携した事業内容についておおむね賛同を得られ、民間の関心度は低くないといえる調査結果でした。 
また、事業実施にあたり課題・支障となる事項について多くの意見がありました。今後は、事業の概要をとりまとめた上で公募し、さらに幅広く民間の意見を聞いていく予定です。（１２月中旬公募型サウンディング実
施予定） 

（４）事業スケジュール（案） 
 
 
 
 
 
 
 

R9年度
(2027年度)

R10年度
(2028年度)

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

調査・検討

公募

事業実施

R4年度
(2022年度)

R5年度
(2023年度)

R6年度
(2024年度)

R7年度
(2025年度)

R8年度
(2026年度)

建設（16か月）

導入可能性調査

事業者公募・選定 事業契約締結

設計・許可手続き（15か月）

供用開始

既存建物解体・外構工事（12か月）

開館準備（2か月）

【ヒアリング項目】 
(1) 立地性について 
(2) 事業コンセプトについて 
(3) 敷地条件について 
(4) 導入機能について 
(5) 事業スキームについて 
(6) 既存事業者との連携について 
(7) 事業スケジュールについて 
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